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前期 4 月～9 月 後期 10 月～3 月 

教育理念 

「知的好奇心を持ち、自らの夢に挑戦することができる生徒」 

理念を達成させるための３つの目標 

○ つながりを深める人間性＝「信頼し信じ合える人間関係を築き上げる」 

○ 可能性を引き出す知性 ＝「基礎基本の確実な定着と、伸びる力を更に伸ばす」 

○ 明日を切り開く感性  ＝「自らの可能性を探り、その可能性に向かって挑戦する」 

－「夢のある 明るい中学校」をめざして－  

  

 

 

      富士見中学校の教育について   

はじめに 

平成 22 年 4 月から、富士見中学校の教育が出発します。富士見中学校は、平成 24 年度完全実施と

なる新しい学習指導要領を見据えながら、新しい教育理念をもって、富士見町の次代を担う生徒に、

21 世紀に通用する「生きる力」の育成を目指す教育の実践をします。 

 

１ 教科指導の充実（例） 

・ 数学と英語は、少人数学習及びティームティーチング（複数教員による指導）の学習形態によ

り、つまずきのある生徒には個別学習を通して基礎基本の定着を図るとともに、得意とする生

徒には更に力を伸ばします。 

・ 理科は、観察･実験をより重視しながら、自然科学的な見方、考え方を養うために、一部ティー

ムティーチングの学習形態をとりながら、できるだけ観察･実験を取り入れた学習をします。 

・ 平成 24 年度からの新教育課程を先取りし、3 年社会を 20 時間増、1～3 年保健体育を 15 時       

間増にします。 

２ 二学期制の導入(学びの連続性) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)一年間を Plan（計画） Do（実行） Check（評価） Act（改善）の２サイクルとします。 

(2)各学期の授業日数が 100 日を超えることで、学習活動のサイクルが長くなり、各教科や総合的な

学習などの課題追究がより継続されます。 

(3)「自分の学んできた成果が具体的にわかる」「苦手なところをどうしたらよいかわかる」等、成果

と課題が明らかにできる通知表の工夫をします。 

(4)学期末の評価が２回に減りますが、長期休業前に個別懇談会の機会を設け、学期途中の成果と課

題をお伝えします。そして、長期休業の生活のめあてと学習の重点をその時に確認します。 
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３ 特色ある教育活動（例） 

(1) キャリア教育の充実 

生徒たちは、日々の学校生活のあらゆる場面で、未知の世界に踏み出す挑戦をしています。一人

一人が、好奇心を持って、新たな体験を積み重ねていけるようにしたいと考えています。そして、

体験したことを通して、「自分は何を感じ、学び、何を得たか、自分がどのように関わったか、今

後どうしたいのか」を、自分の体験から学び、それを意味づける力の獲得を目指す学習を行います。

そのために、町の人的・物的資源の活用した体験活動及び高校･大学･専門学校等の体験･見学等も

実施し、生き方や進路に関する現実的な探索も含め、社会人、職業人として自立できるキャリア教

育の実践をします。 

具体的には、 

１年 農業体験（１日）、職場体験（１日） 

２年 職場体験（３日間） 

大学･専門学校の体験･見学（１日） 

３年 高校体験（希望者）等を予定しています。 

(2) 総合的な学習の時間の充実 

釜無アツモリソウ、シナノコザクラ等の絶滅危惧種の保

護、シカ･猿との共生問題、離農問題、町の景観等々、私た

ちに直接かかわってくる問題を富士見町から私たちの未来につながる生命共存に向けた提言ができ

るよう、町の自然・歴史・文化・産業等の課題を掘り起こし、町関係者と協働して、一人一人が課

題解決的に学習を進める総合的な学習の時間や体験学習を行います。また、その結果を文化祭や年

度のまとめの時期にポスターセションやプレゼンテーションによる発表会を行うなど、情報処理能

力や表現力を高めたいと考えています。 

４ 年間行事予定計画（案）（平成２２年１月現在案） 

４月 開校式・前期始業式、入学式、家庭訪問、参観日・ＰＴＡ総会・開校式典、生徒総会 

５月 部活動強化旬間 

６月 中体連地区、南信大会、参観日、前期中間テスト、音楽鑑賞教室 

７月 ３年生修学旅行、１年生集団体験学習、２年生職場体験学習、夏期個別懇談会 

８月 ２年生八ヶ岳登山 

９月 前期期末テスト、文化祭 

１０月 前期終業式、後期始業式・衣替え 

１１月 参観日、後期中間テスト、合唱祭、キャリア体験･見学 

１２月 冬期個別懇談会、生徒総会 

１月 参観日、総合的な学習の時間発表会 

２月 前期選抜、前期合格発表、後期期末テスト 

３月 参観日・ＰＴＡ総会、後期選抜、生徒総会、後期終業式、卒業証書授与式、後期合格発表 

おわりに 

富士見中学校では、いままで述べてきました事柄を基本と据えながら、教育計画を作成していく

予定であります。家庭・地域・学校の連携を更に強め、生徒たちの健全な育成を図っていきたいと

願っております。今まで以上に、ご理解・ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

八ヶ岳中央農業実践大学校での林業体験 

 
富士見中学校同窓会役員がきまりました 

 
同窓会移行期の役員が、両校役員会・理事会で決定しましたのでお知らせします（敬称略）。

会長 細川忠國（神戸） 会長代行 小池一夫（下蔦木） 

副会長 折井金興（木ﾉ間）、小池巻彦（立沢）、植松康吉（瀬沢新田）、雨宮五十鈴（瀬沢新

田）、平出善衛（田端）、小林哲郎（高森）、小林友子（高森）    計 9 名 


